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令
和
六
年
度
　
新
年
度
に
際
し

今

中

正

浩

理
事
長

平
素
よ
り
医
療
法
人
俊
榮
会
齋
藤
記
念
病
院
の
運

営
に
格
別
の
ご
理
解
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界

的
な
感
染
拡
大
に
よ
り
、
社
会
状
況
は
大
き
く
変
化

し
、
私
た
ち
の
心
に
も
身
体
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
た
辛
く
厳
し
い
時
間
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
未
だ
に
感
染
へ
の
注
意
は
必
要
で
、
決
し
て
油

断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
よ
う
な
状
況

か
ら
脱
し
、
コ
ロ
ナ
前
の
日
常
に
戻
ろ
う
と
い
う
動
き

は
確
実
に
見
え
て
来
て
お
り
ま
す
。

本
法
人
に
お
き
ま
し
て
も
、
更
な
る
医
療
と
介
護
環

境
の
構
築
に
向
け
て
、
令
和
６
年
度
を
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
向
け
た
活
動
開
始
の
年
度
と
す
る
こ
と
と
致
し
ま

し
た
。

齋
藤
記
念
病
院
に
お
き
ま
し
て
は
、
医
師
の
増
員
に

努
め
更
な
る
診
療
体
制
の
強
化
を
実
施
し
、
地
域
の
皆

様
の
幅
広
い
医
療
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

ま
た
、
医
療
関
連
業
務
の
効
率
化
や
医
療
安
全
の
向

上
等
を
目
的
と
し
て
、
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
に
よ
る
医

療
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
更
に
、
こ
の
電

子
カ
ル
テ
の
導
入
を
契
機
に
齋
藤
記
念
病
院
と
関
連
す

る
訪
問
医
療
、
訪
問
看
護
、
介
護
系
施
設
と
の
医
療
情

報
の
共
有
化
を
実
現
し
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
と
介
護

の
実
施
を
計
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

介
護
系
へ
の
活
動
と
し
て
、
本
年
３
月
か
ら
運
営
を

開
始
し
て
お
り
ま
す
看
護
小
規
模
多
機
能
ラ
イ
フ
ィ
ニ

テ
ィ
石
打
を
医
療
と
介
護
の
橋
渡
し
を
図
る
た
め
の
拠

点
と
し
、
齋
藤
記
念
病
院
と
の
緊
密
な
医
療
連
携
を
有

す
る
介
護
の
実
践
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

加
え
て
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
ィ
ニ

テ
ィ
石
打
が
運
営
を
開
始
し
致
し
ま
す
。
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
ご
自
宅
で
の
医
療
的
ケ
ア
や
療
養
生
活
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
共
は
、
本
年
度
か
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た

多
岐
に
及
ぶ
展
開
を
行
な
っ
て
参
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
真
摯
な
運
営
に
努
め
、
地
域
の
皆
様
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
医
療
機
関
と
し
て
継
続
的
な
改
善
活
動

に
努
め
、
今
後
生
じ
う
る
課
題
に
対
し
て
も
誠
実
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
齋
藤
記
念
病
院
へ
、
よ
り
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

※　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
…
情
報
通
信
技
術
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腫
洗
浄
ド
レ
ナ
ー
ジ
が
最
も
多
い
手
術
だ
と
思
い

ま
す
。
機
能
外
科
と
し
て
の
水
頭
症
に
対
す
る

シ
ャ
ン
ト
手
術
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
脳
ド
ッ

ク
を
始
め
る
と
、
今
後
大
き
な
病
気
を
引
き
起
こ

す
で
あ
ろ
う
病
気
の
種
（
未
破
裂
脳
動
脈
瘤
や
無

症
候
性
の
頸
動
脈
狭
窄
症
や
椎
骨
動
脈
狭
窄
症
、
頭

蓋
内
主
観
動
脈
狭
窄
症
）
が
発
見
さ
れ
、
現
在
は
低

侵
襲
な
血
管
内
手
術
（
穿
刺
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
を

挿
入
誘
導
し
て
病
変
を
治
療
）を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

🆀
藤
本
先
生
の
担
当
外
来
で
は

　
　
ど
の
よ
う
な
治
療
が
で
き
ま
す
か
？

🅐
小
生
は
脳
血
管
内
治
療
の
世
界
的
権
威
で
有
る
寺

田
友
昭
昭
和
大
学
横
浜
北
部
病
院
特
任
教
授
に

師
事
し
、
３
年
半
の
修
行
の
後
、
15
年
間
、
一
般

的
な
脳
血
管
内
治
療
に
加
え
て
ス
テ
ン
ト
以
外
の

各
種
支
援
デ
バ
イ
ス
（W

eb

、Pulse Rider)

、

フ
ロ
ー
ダ
イ
バ
ー
タ
ー
等
を
使
用
し
て
、
各
大
学

病
院
で
も
難
治
な
症
例
や
一
般
的
に
危
険
が
大
き

い
と
言
わ
れ
る
、
巨
大
脳
動
脈
瘤
や
内
頸
動
脈
完

全
閉
塞
に
対
す
る
経
皮
的
血
管
形
成
術
＋
ス
テ
ン

ト
留
置
術
、
脳
動
静
脈
奇
形
や
硬
膜
動
静
脈
瘻
に

対
しPressure cooker technique

に
よ
る
経
静

脈
的
塞
栓
術
に
よ
る
完
治
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

🆀
齋
藤
記
念
病
院
で
勤
務
さ
れ
た
の
は

　
　
い
つ
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

🅐
令
和
6
年
3
月
1
日
付
で
赴
任
し
て
参
り
ま
し
た
。

🆀
休
日
の
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

🅐
５
年
前
の
単
身
赴
任
後
は
休
日
を
持
て
余
し
た
結

果
、
一
人
で
映
画
を
観
に
行
っ
た
り
、
後
輩
を
呼

ん
で
部
屋
飲
み
す
る
ぐ
ら
い
で
し
た
。
当
院
赴
任

後
は
ま
だ
部
屋
の
片
付
け
や
何
処
か
美
味
し
い
お

店
が
な
い
か
探
し
て
い
る
ぐ
ら
い
で
す
。

🆀
脳
神
経
外
科
で
診
断
す
る
前
に
行
う
検
査
は

　
　
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

🅐
脳
神
経
外
科
で
は
外
傷
な
ら
Ｃ
Ｔ
や
レ
ン
ト
ゲ
ン

写
真
で
す
が
、
脳
が
心
配
で
あ
れ
ば
脳
ド
ッ
ク
の

よ
う
に
や
は
り
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
す
ね
。
小
生
の
専
門
分

野
で
病
態
の
性
状
や
動
態
を
把
握
し
治
療
方
針
ま

で
立
て
る
に
は
造
影
剤
使
用
に
よ
る
Ｃ
Ｔ
を
使
っ

た
全
身
の
血
管
撮
影
（
３
Ｄ

─

Ｃ
Ｔ
Ａ
）
や
入
院

に
よ
る
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
で
あ
る
脳
血
管
撮
影
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
機
能
外
科
と
し

て
の
癲
癇
の
診
断
や
治
療
効
果
判
定
に
は
外
来
で

脳
波
検
査
を
行
い
ま
す
。

🆀
入
院
で
は
ど
の
よ
う
な

　
　
治
療
や
手
術
が
で
き
ま
す
か
？

🅐
脳
神
経
外
科
手
術
と
し
て
市
中
病
院
で
は
外
傷
と

脳
卒
中
の
手
術
が
主
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
手
術

件
数
と
し
て
は
慢
性
硬
膜
下
血
腫
に
対
し
穿
頭
血

先生藤 本 剛 士

藤本 先生に
聞いてみました

藤本先生が患者さんの治療で
　大事にしていることは何でしょうか？
市中病院における脳神経外科疾患の多くは生活習慣や生まれ
持った体質に原因があります。この為、手術や薬で病気を治す
だけではなく、再発がないように生活習慣や体質を見直して、
適切な改善をすることが必要になります。患者様が自分の病態
を理解することで病気の予防はより確実になります。

🆀
🅐



は
じ
め
ま
し
て
。

『
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
つ
む
ぐ（
以
下
居
宅
つ
む
ぐ
）』

の
管
理
者
、
川
永
と
申
し
ま
す
。

居
宅
つ
む
ぐ
は
医
療
法
人
俊
榮
会
が
南
魚
沼
圏
域
の

『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』
の
中
心
と
な
る
べ
く
、
介

護
事
業
に
取
り
組
む
第
一
歩
と
し
て
令
和
５
年
７
月
１
日

に
齋
藤
記
念
病
院
内
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

『
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
』『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』

に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

『
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
』
は
文
字
通
り
居
宅
（
自
宅
）

で
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
要
介
護
者
の
支
援
を
す
る
介
護

支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
が
働
く
事
業
所
に

な
り
ま
す
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
役
割

は
、
要
介
護
者
が
自
宅
で
の
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
必

要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
『
居
宅

サ
ー
ビ
ス
計
画
書
』（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
、
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
と
連
携
を
し
な
が
ら
要
介
護
者
本
人
や
、

在
宅
介
護
を
す
る
家
族
を
支
援
し
ま
す
。

『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』
は
1
9
8
0
年
代
手
術

後
に
自
宅
に
戻
っ
た
高
齢
者
が
、
ほ
ど
な
く
寝
た
き
り
に

な
っ
て
再
入
院
を
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
た
た
め
、

そ
う
い
っ
た
高
齢
者
を
無
く
す
取
り
組
み
『
寝
た
き
り
ゼ

ロ
作
戦
』
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
2
0
1
3
年
に
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
と
な

る
2
0
2
5
年
ま
で
に
『
高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持
と
自
立

生
活
の
支
援
の
目
的
の
も
と
で
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
人
生
の
最
期
ま
で
送
れ

る
よ
う
、
地
域
の
包
括
的
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
体
制
の
構
築
を
目
指
す
』
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
構
築
に
は
地
域
の
実
情
に
合
っ
た『
医
療
』『
介
護
』

『
予
防
』『
住
ま
い
』『
生
活
支
援
』
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

全
て
大
切
な
要
素
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
『
医
療
と
介

護
の
連
携
』は
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。そ
の
連
携
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
為
に
、
病
院
を
持
つ
法
人
が
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
と
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設（
看
多
機
）

を
立
ち
上
げ
た
意
味
は
大
き
く
、
連
携
に
お
い
て
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
重
要
な
役
割
を
担
う
と
考
え
て
お
り
、
今

後
も
増
員
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

医
療
法
人
俊
榮
会
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
取
り
組
み
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、南
魚
沼
圏
域
に
住
む
高
齢
者
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け
る
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

在
宅
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
際
に
は
『
居
宅
つ
む
ぐ
』

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

居宅介護
支援事業所
つむぐ

川永良至
管理者

太田英子
ケアマネジャー

新潟県南魚沼市欠之上478番地2
（齋藤記念病院内）
TEL 025-773-6818（直通）
FAX 025-773-6819

〒949-6602
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［ 齋藤記念病院　外来医師診察予定 ］

○印は予約不要です。★印の診療科は予約制となっております。
お電話での予約又は変更等のお問い合わせは、月・火・木・金の
午後２：00〜５：00の間にお願いいたします。（☎025-773-5111）

発行日／2024年４月（Vol.77）
発行者／医療法人俊榮会　　編　集／齋藤記念病院広報委員会

診療科 医師名 受付時間 月 火 水 木 金 土

脳神経外科
福 田 　 修

午前 ８：30~11：30
〇 〇 〇 〇 〇

藤 本 剛 士 〇 〇 〇 〇
小 山 新 弥 〇 〇 〇

乳腺・胸部外科
【予約制】 鬼 頭 隆 尚 午前 ８：30~11：30 ★ ★ ★ ★ ★ ★

肛門・乳腺・消化器外科 廣 田 正 樹 午前 ８：30~11：30 〇 〇 〇 〇 〇 〇

整形外科・リウマチ科
【予約制】

池 田 三 香
午前 9：00~12：00 ★ ★ ★ ★
午後 2：00~ 4：30 ★ ★ ★

巻島由紀子 午前 ９：00~11：00
※第1・2・4土曜日のみ ★

野 口 高 史
午前 ９：00~11：30 〇
午後 1：30~ 4：30 〇

内科
【予約制】

青 木 　 聡 午前 9：00~11：30 ★
廣 田 喜 一 午前 9：00~11：30 ★

神経内科
【予約制】

石 原 智 彦 午前 ９：00~11：30
※第１土曜日のみ ★

石 黒 敬 信 午前 ９：00~11：30
※第２土曜日のみ ★

三 木 健 司 午前 ９：00~11：30
※第４土曜日のみ ★

甲状腺外科
【予約制】

筒 井 英 光
午前 9：00~11：30
午後 2：00~ 4：00
※第１月曜日のみ

★

伊 藤 純 子
午前 9：00~11：30
午後 2：00~ 4：00

診察日：4/17・5/15・6/12
★

小 野 怜 子
午前 9：00~11：30
午後 2：00~ 4：00

診察日：4/26・5/31・6/28
★

オーソモレキュラー外来
【予約制】 小 山 新 弥 午後 2：00~ 4：00

※詳細はお問い合せください。 ★


